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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 39,40 39,11 -0,29 37,45 +1,66

USD / BRL Spot BRL 3,0205 3,0408 +0,0203 3,2397 -0,1989

USD / JPY Spot JPY 119,02 118,90 -0,12 121,37 -2,47

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.674 53.955 -719 50.285 +3.670

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 237,7 242,9 +5,2 304,9 -62,0

Brazil 10yrs Gov. Bond % 12,57 12,59 +0,02 13,10 -0,51

DI Future Jul16（金利先物） % 13,31 13,36 +0,05 13,79 -0,43

3 Months US Dollar Libor % 0,275 0,276 +0,001 0,269 +0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 225,7 223,9 -1,8 209,0 +14,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週末のドルレアルスポット相場は、週央にかけて進んだドル売りレアル買いの動きも一服し、取引開始

からレアル売りが優勢の展開となった。一時３．０７台前半までレアル安が進行した後、３．０４台半ばで

取引終了。公表された米３月消費者物価指数（ＣＰＩ）は、総合指数では市場予想を僅かに下回る前月比

０．２％増となったものの、エネルギー・食品を除くコア指数では３ヶ月連続で前月比０．２％上昇を記録。

また、前年比では１．８％上昇し、昨年１０月以来で最大の伸びを示した。コアインフレ指数が安定的な

推移を示したことで、ＦＲＢが今後インフレ率上昇シナリオの実現性に自信を得る可能性が高い。ボベスパ

株式指数は前日比１．１％安まで下落。中国当局が新たな銀行規制に乗り出したことを受け中国株価指数

先物が急落し、連鎖的にダウ平均株価を含むグローバルな株式市場で軟調な反応が目立った。中国証券

監督管理委員会は、機関投資家に対し空売りの需要に対応する貸株を認めると公表。金融緩和の影響で

中国株には投資資金が流入しているが、当局が空売りのための株式貸与を認めたことで株価下落を予想

する投資家は取引を行いやすくなる。

公表された４月ＩＰＣＡ－１５は、電気料金の上昇を背景に前年比８．２２％の上昇を記録。Ｔｏｍｂｉｎｉ総裁は

先月２４日、「４月インフレ率は過去３ヶ月と比較して鈍化する」との見通しを示していたが、今回の結果を

踏まえると、当面政府目標上限を上回って推移することが予想される。


